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た
京
都
や
大
坂
で
使
用
し
た
紙
が
、
遠
路

は
る
ば
る
舟
で
千
住
に
入
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。

２　

紙
す
き
碑

　

上
に
掲
げ
た
写
真
１
は
、
千
住
大
川
町

の
氷
川
神
社
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
紙
す

き
碑
」
で
す
。
碑
の
上
部
に
象
徴
的
な
〇

に
「
永
」
と
い
う
記
章
は
、
台
石
に
記
さ

れ
て
い
る
「
永
続
連
」
と
い
う
地
漉
紙
問

屋
の
人
々
が
結
成
し
て
い
た
株
仲
間
の
し

る
し
で
す
。
株
と
は
、
問
屋
業
を
営
む
権

利
の
こ
と
で
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）

年
段
階
で
、
二
一
軒
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
の
翻
刻
１
参
照
）。

　

建
立
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
幕
府
か

ら
命
じ
ら
れ
た
地
漉
紙
の
緊
急
生
産
を
成

し
遂
げ
た
こ
と
で
す
。
地
漉
紙
の
原
料
と

　
１ 

流
通
の
町
、
千
住
宿
の
象
徴

　

千
住
宿
は
江
戸
四
宿
（
千
住
、
品
川
、
板

橋
、
内
藤
新
宿
）
の
中
で
、
も
っ
と
も
大

き
な
宿
場
で
し
た
。
人
口
約
一
万
人
を
誇

り
、
第
二
位
の
品
川
宿
が
六
〇
〇
〇
人
台

で
推
移
、
板
橋
、
内
藤
新
宿
は
二
五
〇
〇

人
を
超
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
最
大
の
産
業
が
、
流
通
業
、
す
な

わ
ち
問
屋
業
で
し
た
。
問
屋
を
営
ん
だ
江

戸
時
代
の
建
物
で
現
存
す
る
も
の
は
唯
一
、

千
住
四
丁
目
の
横
山
家
住
宅
で
す
（
下
、

写
真
２
）。

　

こ
の
横
山
家
は
地
漉
紙
問
屋
（
じ
す
き

が
み
ど
ん
や
）
で
す
。
連
載
で
紹
介
し
て

い
る
紙
屋
伊
助
家
（
大
久
保
家
）
も
同
じ

四
丁
目
で
問
屋
業
を
営
む
地
漉
紙
問
屋
で

あ
り
、
さ
ら
に
両
家
は
現
在
も
縁
戚
関
係

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
発
展
の
原
動
力
は
問
屋
制
家
内
工

業
で
あ
っ
た
地
漉
紙
（
じ
す
き
が
み
）
の

生
産
差
配
と
流
通
で
し
た
。
地
漉
紙
と
は

古
紙
を
再
利
用
す
る
再
生
紙
で
す
。
一
般

的
に
使
い
捨
て
の
紙
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
紙
の
原
料
が
限
ら
れ
て
い
た
江

戸
時
代
に
は
、
絵
に
用
い
る
紙
、
浮
世
絵

の
紙
、
手
紙
や
証
文
類
な
ど
の
紙
、
そ
し

て
使
い
捨
て
の
鼻
紙
、
便
所
の
落
と
し
紙

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
の
原
料
が
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
始
め

た
明
治
時
代
以
前
、
江
戸
時
代
の
使
用
済

み
の
紙
は
貴
重
な
資
源
で
し
た
。
江
戸
の

古
紙
だ
け
で
は
な
く
「
下
り
も
の
」
と
い
っ
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写
真
１　

紙
す
き
碑
（
千
住
大
川
町
、
氷
川
神
社
所
在
）

　

天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
に
原
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
荒
川
放
水
路 

　
（
現
、
荒
川
）
の
建
設
に
伴
っ
て
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、
現
在
地
に
移
転
、 

　

再
建
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
の
紙
不
足
を
救
っ
た
こ
と
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

（１）

P3P3

大
久
保
家
資
料
の
紹
介
③

　
千
住
宿
の
地
漉
紙
問
屋
と
問
屋
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

郷
土
博
物
館



令和 5年４月 足 立 史 談 第 662 号

成
立
の
原
文
書
（
一
次
史
料
）
と
し
て
今

回
が
初
の
確
認
で
六
六
〇
号
で
紹
介
し
た

開
業
経
緯
と
と
も
に
、
流
通
で
栄
え
た
千

住
宿
を
物
語
る
上
で
重
要
な
古
文
書
と
評

価
で
き
ま
す
（
翻
刻
＝
山
崎
尚
之 

郷
土
博

物
館
専
門
員
）。
ま
た
本
稿
で
は
大
久
保
美

伸
さ
ん
、
横
山
恵
章
さ
ん
に
ご
協
力
、
ご

教
示
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
紙
上
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

  　
（
博
物
館
学
芸
員　

多
田
文
夫
）

■
碑
文
と
永
続
連
の
人
　々

前
項
を
踏
ま

え
て
紙
す
き
碑
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
前

書
き
に
「
水
無
月
の
つ
こ
も
り
の
日
、
公

よ
り
紙
の
す
き
立
て
仰
せ
付
け
ら
れ
る
と

き
」
と
あ
り
、
主
文
に
「
す
き
か
え
し 

せ

さ
す
る
わ
さ
は 

田
を
つ
く
る 

ひ
な
の
賎
ら

に 

あ
に
し
か
め
や
も
」
と
い
う
和
歌
が
記

さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
の
重
要
な
物
資
不
足
を
解
消
し
た

こ
と
誇
ら
し
く
思
い
建
立
し
た
経
緯
が
目

に
見
え
る
よ
う
で
す
。
千
住

は
代
官
支
配
地
の
江
戸
府
外

で
し
た
が
、
江
戸
の
町
奉
行
、

鳥
居
忠
耀
が
支
配
を
超
え
て

増
産
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
千
住
宿
と
足
立

が
江
戸
と
不
可
分
の
産
業
構

造
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
ま

す
。
さ
て
碑
の
台
石
の
問
屋

た
ち
の
名
前
の
な
か
に
本
連

載
に
登
場
す
る
紙
屋
伊
助
の

名
前
が
見
え
ま
す
（
写
真
３
）。

　

３ 

問
屋
株
の
証
文

　

千
住
宿
の
地
漉
紙
問
屋
の

成
立
は
享
保
年
間
（
一
七
一
六

～
三
六
）
と
さ
れ
ま
す
。
大

久
保
家
の
古
文
書
で
は
、
そ

の
問
屋
株
を
取
得
し
た
証
文

が
あ
り
ま
し
た
（
翻
刻
２
）。

寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年

に
千
住
河
原
町
の
佐
野
屋
善

六
か
ら
の
取
得
で
す
。
問
屋

ら
通
称
の
「
耀
蔵
」（
よ
う
ぞ
う
）
に
受
領

名
の
「
甲
斐
守
」
を
あ
わ
せ
て
「
よ
う
か
い
」

（
妖
怪
）
と
い
う
あ
だ
名
が
知
ら
れ
ま
す
。

　

天
保
十
四
年
の
六
月
二
九
日
、
千
住
の

地
漉
紙
問
屋
「
一
同
」
が
奉
行
所
に
呼
び

出
さ
れ
ま
す
。
奉
行
所
か
ら
「
地
漉
紙
が

払
底
し
、
高
値
に
な
っ
て
い
る
」
の
で
「
急

い
で
地
漉
紙
を
す
き
立
て
て
潤
沢
に
す
る

よ
う
」
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
千
住
の
地

漉
紙
問
屋
た
ち
は
、
七
月
七
日
に
は
六
万

把
（
一
把
の
枚
数
は
未
詳
）
を
緊
急
生
産

し
て
奉
行
所
に
報
告
、
そ
こ
で
褒
賞
を
う

け
、
江
戸
の
窮
状
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
ま
す
。
さ
ら
に
問
屋
た
ち
は
大
坂
か

ら
の
古
紙
の
仕
入
れ
に
奔
走
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
江
戸
府
内
の
地
漉
紙
不
足
が
解

消
さ
れ
た
の
で
す
。

　

※
山
野
健
一
「
元
方
問
屋
と
地
漉
紙
流 

　
　

通
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
足
立
区
立 

　
　

郷
土
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
、 

　
　

平
成
十
九
・
二
〇
〇
七
年
）

な
る
古
紙
不
足
か
ら
江
戸
の
紙
不
足
と
価

格
高
騰
が
背
景
で
す
。
な
お
本
項
は
山
野

健
一
さ
ん
の
研
究
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
※
。

■
町
奉
行
か
ら
の
緊
急
生
産
命
令　

緊
急

生
産
を
命
じ
た
の
は
天
保
十
二（
一
八
四
一
）

年
に
南
町
奉
行
と
な
っ
た
鳥
居
忠
耀
（
た
だ

て
る
）
で
し
た
。
時
代
劇
な
ど
で
も
登
場
す

る
人
物
で
、
水
野
忠
邦
の
天
保
改
革
で
登
場

し
、
江
戸
市
中
を
取
り
締
ま
っ
た
剛
腕
奉
行

と
し
て
有
名
で
し
た
。
あ
ま
り
の
厳
し
さ
か

（２）

須
原
屋　

重
兵
衛

勝
田
屋　

徳
兵
衛

紙　

屋

伊

助

田
原
屋　

弥
兵
衛

赤 

山 

屋 

藤 

八

野
村
屋　

栄
次
郎

紙
屋　

兵
右
衛
門

い
ま
屋　

福
兵
衛

伊 

セ 

屋 

又 

吉

か
み
屋
元
右
衛
門

三
河
屋　

三
次
郎

木　

屋　

源　

助

木　

屋　

徳
兵
衛

庭
田
屋
左
右
衛
門

松　

屋　

儀
兵
衛

松　

屋　

佐　

助

丸　

屋　

庄
兵
衛

釜　

屋　

吉
兵
衛

亀
田
屋　

喜　

助

十
一
屋
栄
右
衛
門

木　

屋　

新
兵
衛

永続連

■翻刻１　紙すき碑台石の地漉紙問屋の人々　摩耗が進み判読困難な文
字もあり『ブックレット足立風土記』①　30p を参考に作成した。右
から３行目の「紙屋伊助」が大久保家、左から６行目の「松屋佐助」が
横山家。

写
真
３　

３
行
目
の
「
紙
屋
伊
助
」
の
名
前

■
翻
刻
２　

問
屋
株
の
取
得
証
文
（
大
久
保
家
文
書
）

　
　
　
　

売
渡
申
証
文
之
事

　

一　

地
漉
紙
元
方
問
屋
株
式
名
代

右
者
、
千
住
宿
地
漉
紙
元
方
問
屋
拾
七
軒
組
合

仲
間
内
ニ
而
、
我
等
儀
紙
商
売
致
来
候
処
、
当
時

商
売
相
休
候
ニ
付
、
右
株
式
名
代
親
類
仲
間

相
談
之
上
、
其
元
江
金
拾
両
ニ
売
渡
、
只
今

加
判
人
立
合
、
金
子
不
残
慥
ニ
請
取
申
処
実
正
也
。

然
ル
上
者
、
拾
七
軒
組
合
仲
間
内
江
御
加
入
被
成
、

紙
商
売
可
被
成
候
。
右
之
通
売
渡
申
上
者
、
親
類

不
依
何
者
ニ
、
横
合
よ
り
構
申
者
一
切
無
御
座
候
。
為

後
日
、
株
式
名
代
売
渡
証
文
仍
而
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
漉
紙
元
方
問
屋

　

寛
政
十
二
年
申
七
月　

売
渡
人　

佐
野
屋
善
六　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

証
人　
　

丸
屋
庄
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
見
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
助
殿

前
書
之
通
、
佐
野
屋
善
六
紙
問
屋
株
式

名
代
売
渡
候
ニ
付
、
奥
印
致
、
相
渡
申
候
、
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
屋
弥
兵
衛　

印

　

申
七
月　
　
　
　
　
　

大
行
事　

水
戸
屋
吉
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
原
屋
重
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ※

「
西
見
屋
」
は
別
号
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衣
は
、
骨
も
な
い
た
め
長
年
の
間
に
分
解

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
縄
文
時
代
に
胞
衣

を
埋
め
る
習
俗
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
不
明
な
の
も
胞
衣
が
残
っ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
伊
達
家
の
墓
か

ら
出
土
し
た
胞
衣
桶
か
ら
は
胞
衣
の
組
織

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
胞
衣
を
入

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
（
注
３
）。

■
足
立
区
で
の
胞
衣
の
取
り
扱
い　

山
口

和
晃
氏
が
研
究
し
た
関
東
地
方
の
胞
衣
に

関
す
る
習
俗
に
よ
る
と
（
注
４
）、
関
東
地

方
で
は
、
胞
衣
を
戸
口
に
埋
め
る
例
が
最

も
多
く
、
事
例
は
少
な
い
な
が
ら
も
土
間

の
隅
に
胞
衣
を
埋
め
る
事
例
も
広
く
分
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胞
衣
と
一
緒
に
米

や
魚
を
埋
め
た
り
、
将
来
を
願
っ
て
男
子

な
ら
筆
、
女
子
な
ら
針
を
一
緒
に
埋
め
た

り
し
ま
し
た
。

　

乳
不
足
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
水
や

産
湯
を
一
緒
に
埋
め
た
り
、
胞
衣
を
埋
め
た

上
か
ら
か
け
た
り
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
胞

衣
を
埋
め
た
上
を
踏
ん
だ
動
物
や
昆
虫
な
ど

を
子
供
が
怖
が
る
の
で
踏
ま
れ
な
い
と
こ
ろ

に
埋
め
る
、
あ
る
い
は
逆
に
そ
れ
を
恐
れ
な

く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

胞
衣
を
処
理
す
る
場
所
も
多
様
で
、
戸

口
や
土
間
、
縁
の
下
な
ど
家
の
周
辺
か
ら
、

川
辺
な
ど
遠
く
ま
で
多
様
な
場
所
で
処
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

足
立
区
が
ま
と
め
た
人
生
儀
礼
の
報
告
書

に
は
、
区
内
各
地
の
胞
衣
の
処
理
に
つ
い
て

の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
５
）。

　

花
畑
地
区
で
は
胞
衣
を
乾
（
北
西
）
の

胞
衣
は
子
供
の
成
長
に
影
響
を
与
え
る
存

在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
容
器
な
ど
へ
入

れ
て
埋
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
胞
衣
の
習
俗
は
少
な
く
と
も
奈
良
時

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
遺
跡
の
発
掘
調
査

な
ど
で
も
胞
衣
を
入
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
壺
や
皿
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

藤
原
道
長
の
日
記
「
御
堂
関
白
記
」
の
寛

弘
六
（
一
〇
〇
九
）
年
十
一
月
二
十
五
日

に
は
「
蔵
御
胞
衣
東
方
（
御
胞
衣
を
東
方

に
蔵
す
）」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
注
１
）

　

胞
衣
の
容
器
は
遺
跡
か
ら
も
発
掘
さ
れ

て
い
ま
す
。
千
代
田
区
の
永
田
町
一
丁
目

遺
跡
か
ら
は
、
当
館
所
蔵
の
も
の
と
似
た

形
態
の
胞
衣
の
容
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

千
代
田
区
で
発
掘
さ
れ
た
胞
衣
皿
は
旗
本

屋
敷
の
南
東
端
か

ら
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
ま
し
た
。
胞

衣
皿
と
一
緒
に
徳

利
も
出
土
し
て
お

り
、
母
乳
の
出
が

よ
く
な
る
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す

（
注
２
）。

　

東
京
都
港
区
瑞

聖
寺
の
伊
達
家
の

墓
域
か
ら
は
胞
衣

桶
が
出
土
し
ま
し

た
。
胞
衣
の
容
器

に
入
れ
ら
れ
た
胞

　

現
在
で
こ
そ
、
胞
衣
の
取
り
扱
い
は
条

例
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ

て
胞
衣
は
母
子
の
身
体
や
人
生
に
影
響
を

も
た
ら
す
存
在
と
さ
れ
、
各
地
で
特
別
な

扱
い
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

郷
土
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
胞
衣
の

容
器
は
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
千

住
日
の
出
町
に
住
む
方
か
ら
寄
贈
を
受
け

た
も
の
で
す
。【
写
真
１
】

　

胞
衣
の
容
器
は
蓋
つ
き
の
素
焼
き
で
、

上
蓋
が
直
径
一
六
・
七
、
高
さ
三
・
八
、
容

器
が
直
径
一
五
・
八
、
底
面
九
・
八
、
高
さ

七
（
い
ず
れ
も
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

で
す
。
容
器
の
底
と
蓋
の
裏
側
に
は
「
寿
」

の
文
字
が
押
印
さ
れ
て
い
ま
す
【
写
真
２
】。

■
歴
史
上
の
胞
衣
の
取
り
扱
い　

か
つ
て
、

■
胞
衣
と
は　

胞
衣
（
え
な
）
と
は
、
出
産

後
に
排
出
さ
れ
る
胎
盤
や
臍
帯
、
羊
膜
な
ど

の
総
称
で
す
。
後
産
（
の
ち
ざ
ん
）
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
東
京
都
で
は
現
在
「
胞
衣
及
び

産
汚
物
取
締
条
例
」
と
い
う
条
例
に
よ
っ
て

取
扱
業
者
や
処
理
の
方
法
が
細
か
く
決
ま
っ

て
お
り
、
専
門
の
業
者
が
病
院
な
ど
で
胞
衣

を
収
集
し
て
処
分
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

プ
ラ
セ
ン
タ
と
い
う
名
前
で
胎
盤
を
利
用
し

た
健
康
食
品
や
医
薬
品
で
聞
き
馴
染
み
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（３）

　写真 1　胞衣の容器
法量　上蓋 16.7 × 3.8、
　　　容器 15.8 × 7

写真 2　底面の「寿」の字

胞
衣
の
容
器

あ
だ
ち
民
具
図
典
⑲
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記　

上
巻
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、 

　

一
九
二
九

２　

東
京
都
教
育
文
化
財
団
編
「
千
代
田 

　

区
永
田
町
一
丁
目
遺
跡
Ⅱ
」『
東
京
都 

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
』
三
〇 

　

八
集
、
二
〇
一
六

３　

勝
又
義
直
・
山
本
敏
充
・
打
樋
利
英 

　

子
ほ
か
「
瑞
聖
寺
伊
達
家
墓
域
出
土
『
胞 

　

衣
桶
』
の
胞
衣
組
織
の
同
定
」『
考
古
学 

　

と
自
然
科
学
』
三
七
、一
九
九
八

４　

山
口
和
晃
「
関
東
地
方
に
お
け
る
胞
衣 

　

習
俗
の
研
究
」『
世
間
話
研
究
』
二
五
号
、 

　

二
〇
一
七

５　

足
立
風
土
記
編
さ
ん
委
員
会
・
足
立 

　

区
立
郷
土
博
物
館
編　
『
人
生
儀
礼
（
足 

　

立
風
土
記
資
料
）』
足
立
区
教
育
委
員
会
、 

　

一
九
九
二

６　

帯
祝
い
は
妊
娠
五
ヶ
月
目
の
戌
の
日 

　

に
子
供
が
健
や
か
に
生
ま
れ
て
く
る
よ 

　

う
に
腹
帯
を
巻
く
儀
礼
で
す
。
戌
の
日 

　

に
お
こ
な
う
理
由
は
、
犬
は
多
産
で
あ 

　

り
安
産
の
象
徴
で
あ
る
か
ら
で
す
。

７　

鈴
木
裕
子
編
、
足
立
女
性
史
研
究
会 

　
『
足
立
・
女
の
歴
史　

葦
笛
の
う
た
』
ド 

　

メ
ス
出
版
、
一
九
八
九

８　

注
７
に
同
じ

９　

佐
々
木
美
智
子
「
旧
小
右
衛
門
新
田
に 

　

見
る
人
の
一
生
」『
足
立
史
談
』
二
〇
九 

　

号
、
一
九
八
五

10　

猿
渡
土
貴
「
近
・
現
代
に
お
け
る
胞 

　

衣
処
理
習
俗
の
変
化　

胞
衣
取
扱
業
者 

　

の
動
向
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
民
俗
学
』 

　

二
二
六
、二
〇
〇
一

も
、
使
い
捨
て
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
神

事
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
特
別
な
器
と
い
う

意
味
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
寿
」
の
文

字
か
ら
は
、
容
器
が
単
な
る
胞
衣
の
処
理

だ
け
で
は
な
く
、
子
供
の
誕
生
を
祝
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

■
胞
衣
の
現
在　

現
在
、
胞
衣
は
公
衆
衛

生
、
公
共
の
福
祉
的
な
見
地
か
ら
処
理
さ

れ
て
お
り
、
お
産
な
ど
を
行
う
病
院
を
窓

口
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
一
般
的

で
す
。
し
か
し
、
医
療
な
ど
の
分
野
で
胞

衣
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
胎
盤
や
へ
そ

の
緒
に
含
ま
れ
る
血
液
（
臍
帯
血
・
さ
い

た
い
け
つ
）
の
中
に
は
血
液
を
作
る
細
胞

が
含
ま
れ
て
お
り
、
白
血
病
な
ど
の
治
療

に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
豚
や
馬
の
胎
盤
な
ど
と
と
も
に
、

プ
ラ
セ
ン
タ
と
し
て
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
、
美
容
に
利
用
さ
れ
、
プ
ラ
セ
ン
タ
エ

キ
ス
を
含
ん
だ
商
品
も
多
く
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

民
俗
的
な
心
性
の
下
で
処
理
さ
れ
、
近

代
に
な
る
と
衛
生
施
策
下
で
処
分
と
な
っ

て
き
た
胞
衣
で
す
が
、
科
学
技
術
の
進
歩

や
見
直
し
に
よ
り
、
プ
ラ
セ
ン
タ
と
名
を

変
え
て
、
科
学
的
な
装
い
を
も
っ
て
認
識

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
　

  （
郷
土
博
物
館
専
門
員　

間
所
瑛
史
）

【
注
】

１　

中
村
禎
里
一
九
九
九
『
胞
衣
の
生
命
』 

　

海
鳴
社
・
正
宗
淳
夫
編
纂
『
御
堂
関
白 

■
近
代
の
胞
衣
処
理
の
変
化　

一
般
の
人

の
手
で
処
理
さ
れ
て
い
た
胞
衣
で
す
が
、

明
治
時
代
に
な
る
と
胞
衣
の
処
理
方
法
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
明
治
二
〇
～

三
〇
年
代
に
か
け
て
胞
衣
の
処
理
を
取
り

締
ま
る
法
令
や
規
則
が
各
地
で
制
定
さ
れ
、

胞
衣
は
お
も
に
公
衆
衛
生
的
な
観
点
か
ら

汚
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
規
則
の
制
定
に
よ
り
胞
衣
処
理

業
者
が
活
動
し
は
じ
め
、
産
婆
や
産
家
を

訪
れ
て
胞
衣
を
収
集
し
ま
し
た
。
産
婦
は

か
わ
ら
け
を
用
意
し
、
そ
の
中
へ
胞
衣
を

納
め
て
業
者
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
は
産
婆
が
胞
衣
会
社
へ
連
絡
を

す
る
と
、
一
週
間
以
内
に
リ
ヤ
カ
ー
付
き
自

転
車
に
乗
っ
た
老
人
が
胞
衣
を
回
収
し
た
と

い
う
報
告
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
８
）。

　

当
時
の
胞
衣
処
理
業
者
は
た
だ
胞
衣
を
廃

棄
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
胞
衣
の
供
養
の
た

め
の
お
祓
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
注

９
）。
胞
衣
処
理
業
者
は
安
産
の
神
で
あ
る

宮
城
県
塩
竃
神
社
の
祠
に
胞
衣
を
焼
却
し
た

灰
を
祀
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
（
注

10
）。
近
代
的
な
衛
生
施
策
下
に
お
い
て
も

胞
衣
に
対
し
て
特
別
な
認
識
が
持
た
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

■
郷
土
博
物
館
の
胞
衣
皿　

当
館
が
所
蔵

し
て
い
る
胞
衣
の
容
器
も
、
近
代
期
に
作

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
業
者
が

扱
う
よ
う
に
な
っ
て
も
素
焼
き
の
容
器
に

納
め
ら
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
た
め
、
胞
衣

埋
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
素
焼
き
で
あ
る
こ
と
か
ら

方
角
に
埋
め
ま
し
た
。

　

伊
興
地
区
で
は
胞
衣
を
犬
に
掘
り
返
さ

れ
な
い
く
ら
い
の
深
さ
の
穴
を
庭
に
掘
っ

て
埋
め
た
り
、
雑
貨
屋
で
購
入
し
た
素
焼

き
の
イ
ナ
ツ
ボ
に
胞
衣
を
入
れ
、
帯
祝
い

（
注
６
）
の
時
に
も
ら
っ
た
サ
ラ
シ
に
結
わ

え
て
あ
っ
た
麻
縄
で
壺
を
結
わ
え
て
鬼
門

を
避
け
て
埋
め
た
り
し
ま
し
た
。

　

江
北
地
区
で
は
胞
衣
を
素
焼
き
の
胞
衣
壺

に
入
れ
、
麻
の
葉
で
包
ん
で
屋
敷
内
の
そ
の

年
の
吉
方
に
埋
め
た
ほ
か
、
人
に
踏
ま
れ
な

い
よ
う
に
台
所
の
隅
に
埋
め
ま
し
た
。
胞
衣

壺
を
包
む
麻
の
葉
は
魔
除
け
を
意
味
す
る
も

の
で
麻
の
葉
文
様
は
産
着
に
も
用
い
ら
れ
ま

す
。
胞
衣
に
悪
い
も
の
が
近
寄
ら
な
い
よ
う

に
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

舎
人
地
区
で
も
方
角
を
見
て
胞
衣
を
埋

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
裕
子
氏
と
足
立
女
性
史
研
究

会
に
よ
る
と
、
出
産
が
済
む
と
、
吉
方
の
庭

の
隅
の
日
陰
に
穴
を
掘
っ
て
胞
衣
を
埋
め
て

百
日
間
は
踏
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
習
俗

と
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
に
踏
ま
れ
る
よ
う

に
戸
口
の
下
に
胞
衣
を
埋
め
る
と
い
う
習
俗

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
７
）。

　

積
極
的
に
胞
衣
を
踏
む
こ
と
と
、
胞
衣

が
踏
ま
れ
る
こ
と
を
忌
避
す
る
こ
と
は
、

逆
転
し
た
習
俗
で
す
が
、い
ず
れ
も
「
踏
む
」

と
い
う
行
為
を
特
別
な
も
の
と
し
て
認
識

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
胞
衣
は
子
供
の
成
長
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
お
り
、
人
々
は
胞
衣
に
対
し
て
特

別
な
認
識
を
抱
い
て
処
理
し
て
い
ま
し
た
。

（４）


